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各    位 

会 社 名 フューチャーアーキテクト株式会社 

代表者名 代表取締役社長  安 延   申 

   （コード番号 4722、東証第一部 ） 

問合せ先  執行役員      中 島 由 彦 

（ＴＥＬ (03) 5740 － 5724 ） 

 

平成22年12月期第２四半期連結業績のお知らせ 

 

１．平成22年12月期第２四半期連結業績について： 

当社グループの平成22年12月期第２四半期（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

の連結売上高は109億38百万円（前年同期比15.8％減）、同営業利益は10億80百万円（同

34.2％減）、同経常利益は11億47百万円（同32.8％減）、同四半期純利益は５億27百

万円（前年同期比44.3％減）となりました。 

以上のように前年同期比では売上高、利益とも減少しておりますが、これは大口顧

客の投資計画が下半期に増加することとなっている等の理由によるものであり、業績

予想と比較すると、売上高は2.8％減、営業利益は0.5％増、経常利益は4.8％増、四半

期純利益は11.8％減と、概ね会社計画どおりの業績を達成しております。なお、上記

の理由により、下半期には売上高、利益とも増加すると見込んでおります。 

当該期の各事業分野の特記事項は次の通りです。 

 

ＩＴコンサルティング事業は、新規顧客の獲得に成功するなど受注が回復基調では

あるものの、当初より企業のＩＴ投資の本格的な回復は第３四半期以降になると見込

んでおり、第２四半期累積の売上高は68億65百万円（前年同期比18.9％減）となりま

した。他方、売上総利益率は同期間で43.7％を確保し、営業利益は11億43百万円（同

27.9％減）となりました。 

 

パッケージ＆サービス事業は、中堅中小企業の投資意欲は厳しい状況が続いており、

株式会社アセンディアの受託開発ビジネスが比較的堅調に推移したものの、売上高は

18億94百万円（前年同期比19.8％減）となりました。利益面では、第２四半期に各社

とも業績が回復してきておりますが、第１四半期の落ち込みを補うには至らず、営業

損失は65百万円（前年同期は97百万円の利益）となりました。 

 

企業活性化・新事業開拓事業は、大部分を占める食品スーパー（株式会社魚栄商店）

において、昨年閉鎖した不採算店舗を除く既存店舗では前年同期を上回ったものの、

閉鎖店舗の売上分が減少したことにより、事業全体の売上高はわずかに前年同期を下

回る22億99百万円（前年同期比0.8％減）となりました。他方、ＩＴ導入による販売戦
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略の合理化等により、利益率は着実に改善しており、営業損失は10百万円（前年同期

は36百万円の損失）となりました。 

 

２．今後の見通しについて： 

経済環境は回復の見通しも出てきておりますが、特にＩＴ投資に関しては、先行き

の不透明感はぬぐえない状況が続いております。こうした中で、当社グループにおい

ては、第２四半期は前年同期比で売上高、利益とも減少する結果となりましたが、こ

れは、ほぼ当初の見込みどおりの推移となっています。下半期においては、大口顧客

の需要増大やＩＴコンサルティング事業において獲得した新規顧客向けのプロジェク

トも本格的に立ち上がってくることから、平成22年12月期の通期業績予想については、

前回発表（平成22年４月27日付）の業績予想どおりと考えております。 

 

今後の課題は、ＩＴコンサルティング事業については、顧客との信頼関係を強化し

ていくべく、プロジェクトの確実な運営とデリバリーを実現すること、及び増加しつ

つある受注に対応した外注費のコントロールを行うことであり、パッケージ＆サービ

ス事業については、あらゆる手段で潜在顧客の掘り起こしを進めるとともに、新製品・

新サービスの早期導入を図り、市場の拡大を目指すことであると考えております。ま

た、企業活性化・新事業開拓事業については、昨年行った小規模改装店舗が好調を維

持していることから、その店舗経営ノウハウを他店にも活かして既存店の競争力強化

に努めるとともに、ＩＴの利活用による一層の業務効率化、顧客分析力強化を進め、

より適正な販売戦略を実施していくことであると考えております。 

 

以 上 

 

●本件に関するお問い合わせ先： 

 フューチャーアーキテクト株式会社 経営管理室 IR 担当 池内 

  IR 直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 

 

 


